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サマリー

18/3期 19/3期

第２四半期

実績

通期

実績

第２四半期

予想値 ※

第２四半期

実績

期初

予想差
前年同期差

売 上 高 579 1,187 650 631 △19 52

営 業 利 益 17 32 13 8 △5 △9

経 常 利 益 15 28 9 3 △6 △12

親会社株主に
帰 属 す る
四半期純利益

8 29 7 3 △4 △5

 売上高は、主に特殊鋼鋼材事業の国内販売量増加と売価の上昇が進んだことに加えインドネシア鋼材事業
合弁会社（JATIM社）及びドイツばね製造会社（Ahle社）を連結子会社化したことにより増加した。

 営業利益は、ばね事業が赤字になったことに加え、連結子会社化したJATIM社の損失から減益となった。

 経常利益は、JATIM社におけるインドネシアルピア安による為替差損が大きく影響した。

 純利益は、営業利益及び経常利益の減少により減益となった。

 期初予想に対して、売上高はJATIM社、営業利益ではJATIM社及びばね事業の不振から、未達となった。

（億円）

Ⅱ.2019年３月期第２四半期実績

※ 2018年4月27日決算発表時公表数値。
尚、2018年7月30日に一部業績予想を変更しております。
（営業利益：9億、経常利益：3億、親会社株主に帰属する当期純利益：4億）
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その他
売上数量増

コスト改善

△5 +2

+25 △28

△1 +1 △3
研究開発費

・償却費

JATIM社
連結子会社化

※

原材料価格
売価

579

8
17

売上高・営業利益の変化要因(前年同期比)

18/3期
第２四半期

実績

19/3期
第２四半期

実績

営業利益

579

JATIM社、Ahle社

連結子会社化

+39
+16 +24 △27

売価

631

売上数量増 連結調整
その他

売上高 （億円）

（億円）

19/3期
第２四半期

実績

18/3期
第２四半期

実績

Ⅱ.2019年３月期第２四半期実績

※JATIM社の損益変動要因は「JATIM社連結子会社化」に全て含めております。
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（億円）

セグメント別売上高・営業利益

18/3期 19/3期

第２四半期
実績

第２四半期
予想値

第２四半期
実績 予想差 前年同期差

特 殊 鋼

鋼 材

売 上 高 257 334 317 △17 60
営 業 利 益 11 6 11 5 0

ば ね
売 上 高 24１ 243 247 4 6
営 業 利 益 5 5 △5 △10 △10

素 形 材
売 上 高 49 54 58 4 9
営 業 利 益 0 △0 1 1 1

機器装置
売 上 高 40 43 37 △6 △3
営 業 利 益 0 2 1 △1 1

そ の 他
売 上 高 20 19 20 1 0

営 業 利 益 1 1 1 0 0

連結調整
売 上 高 △28 △43 △48 △5 △20

営 業 利 益 0 0 △0 0 0

合 計
売 上 高 579 ※650 631 △19 52
営 業 利 益 17 ※13 8 △5 △9

Ⅱ.2019年３月期第２四半期実績

※2018年4月27日決算発表時公表数値。
尚、2018年7月30日に一部業績予想を変更しております（営業利益：9億）。

 売上高では、特殊鋼鋼材事業が増収。営業利益では、特殊鋼鋼材事業は、JATIM社の営業損失を
国内事業でカバーし前期並み。ばね事業が大きく減益となった。

 予想差では、営業利益において、特殊鋼鋼材事業が期初予想を上回るも、ばね事業が大きく下回った。
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各セグメント営業利益の変化要因(前年同期比)

18/3期
第２四半期実績

19/3期
第２四半期実績

（億円）

18/3期
第２四半期実績

19/3期
第２四半期実績

売上
317売上

257

（億円）

 売上高は、建設機械向けを主体とした国内の
販売数量増加と売価の上昇に加え、JATIM社を
子会社化したことにより、増収。

 営業利益

・国内は、数量増加及び原材料価格(副資材含む)
上昇に対する前期未反映分の売価対応などにより、
増益となった（国内増益５億）。なお、北海道胆振東部
地震の影響は、営業損失△1.4億、 特別損失△0.3億。

・今期から連結子会社化したJATIM社は、
販売計画未達により、営業損失(△5億)を計上した。売

価

Ⅱ.2019年３月期第２四半期実績

特殊鋼鋼材事業

ばね事業

J
A
T
I
M
社

売上
241

売上
247・償

却
費

研
究
開
発
費

Ahle社子会社化による増収効果（８億円）

JATIM社子会社化による増収効果
（31億円）
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 売上高は、子会社化したAhle社が売上げに
加わったものの、北米子会社での販売減等により、
小幅の増収に留まる。

 営業利益は、以下の理由により減益。

・関税影響：北米追加関税発動による関税の増加。
(米国通商拡大法 232条項、カナダ対米報復関税)

・原材料価格：北米での中実スタビライザ用材料調達
メーカー撤退による調達先変更、中空スタビライザ用
材料価格上昇の影響。

・コスト改善：材料入手困難に起因した生産混乱による
費用の増加及び生産設備の立上げトラブルによる費用
の増加。
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18/3期
第２四半期実績

19/3期
第２四半期実績

18/3期
第２四半期実績

19/3期
第２四半期実績

売上
37

売上
40

売上
58売上

49

0.7

（億円）

（億円）

 売上高は、売価改善の進展及び
新規拡販を含む売上増により、増収。

 営業利益は、原材料価格上昇等による
コスト増要因があったものの、
合金サーチャージによる売価対応が
上回ったこと等から、増益。

 売上高は、ポリエチレン製造用超高圧管
などの新分野製品の売上げが加わった
ものの、鍛圧機械の売上数量減により、
減収。

 営業利益は、新分野製品の売上げに
より、増益。

Ⅱ.2019年３月期第２四半期実績

素形材事業

機器装置事業

各セグメント営業利益の変化要因(前年同期比)
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 JATIM社 連結子会社化により、持分法投資損失が改善したが、同社の金利負担が増加した。
また、インドネシアルピア安により為替差損が発生した。

 政策保有株式並びに土地の売却を実行した。
 JATIM社が損失を計上しているため、非支配株主に帰属する当期純損失で 終損益が加算されている。

営業外損益・特別損益影響 Ⅱ.2019年３月期第２四半期実績

（億円）

18/3期 19/3期

第２四半期実績 第２四半期実績 前年同期差

営業利益 17 8 △9

営業外損益 △2 △5 △3

持分法投資損失 △3 0 3

支払利息 △2 △5 △3

為替差損益 1 △3 △4

経常利益 15 3 △12

特別損益 1 3 2

株式売却益 0 2 2

固定資産処分益 1 2 1

災害による損失 - △0 △0

税金等調整前四半期純利益 16 6 △10

税金費用等 △8 △8 0

非支配株主に帰属する四半期純利益又は純損失 ※ △1 4 5

親会社株主に帰属する四半期純利益 8 3 △5
※ JATIM社他の非支配株主の損益負担分です。

尚、JATIM社における当社の株式保有割合は56.2％です。
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財務状況・経営指標

17/3期

第２四半期実績

18/3期

第２四半期実績

19/3期

第２四半期実績

総資産 （億円） 1,271 1,346 1,471

純資産 （億円） 636 667 702

自己資本比率 （％） 45.0 45.4 41.8

売上高経常利益率 （％） 1.4 2.7 0.5

ROE （％） 4.7 2.7 0.9

配当 ※ (円） 25.0 25.0 25.0

配当性向 （％） 28.4 47.4 140.1

 JATIM社の連結子会社化により自己資本比率が低下した。

 配当は、安定的に継続して配当する方針であり、当第２四半期の配当性向としては

高い数値となるが、下期及び来期損益を勘案し、１株当たり25円配当を継続。

Ⅱ.2019年３月期第２四半期実績

※ 2017年10月１日付で株式併合（10株を1株に併合）を実施しておりますが、17/３期第２四半期
及び18/３期第２四半期の配当につきましては同連結会計年度期初に当該株式併合が行われたと
仮定した金額を記載しています。

（億円）
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（億円）

通期業績予想(11月6日修正)

18/3期 19/3期

実績 期初予想 ※ 今回予想 予想差 前年同期差

売 上 高 1,187 1,400 1,340 △60 153

営 業 利 益 32 50 35 △15 3

経 常 利 益 28 45 24 △21 △4

親 会 社 株 主 に

帰 属 す る

当 期 純 利 益

29 30 16 △14 △13

Ⅲ.2019年３月期通期業績予想

※ 2018年4月27日決算発表時公表数値。
尚、7月30日にも業績予想の修正を行っておりますが、
通期予想値については、期初予想を据え置きとしました。

 需要は引き続き堅調に推移するものと期待され、JATIM社とAhle社の連結子会社化もあり、増収を見込む。

 営業利益は、ばね事業北米子会社の材料入手困難に起因する生産混乱の影響やJATIM社の損失が
下期も影響する見通しのため小幅な増益に留まる見込みである。

 経常利益は、JATIM社の支払利息等により前期を下回り、当期純利益も、これらに伴い減益となる
見込みである。

 こうした状況を踏まえ、11月６日に通期の売上高及び利益の予想を下方修正した。

（億円）
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売上高・営業利益の変化要因(前年同期比)

その他

JATIM社

連結子会社化※

コスト改善

35 
△10 +1

+61
△44

△4 +5 △6

売上数量増

研究開発費
・償却費

原材料価格

売価32

18/3期
実績

19/3期
予想

営業利益

1,187
JATIM社、Ahle社

連結子会社化 1,340 

+96
+21 +60 △24

売価売上
数量増

連結調整
その他

売上高 （億円）

（億円）

19/3期
予想

18/3期
実績

Ⅲ.2019年３月期通期業績予想

※JATIM社の損益変動要因は「JATIM社連結子会社化」に全て含めております。
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（億円）

19/3期 期初予想

上期 下期 通期 上・下差異

特 殊 鋼

鋼 材

売 上 高 334 378 712 44

営 業 利 益 6 22 28 16

ば ね
売 上 高 243 260 503 17

営 業 利 益 5 9 14 4

素 形 材
売 上 高 54 60 114 6

営 業 利 益 △0 3 3 3

機 器 装 置
売 上 高 43 63 106 20

営 業 利 益 2 2 4 0

合 計
売 上 高 650 750 1,400 100

営 業 利 益 13 37 50 24

Ⅲ.2019年３月期通期業績予想

※期初予想＝2018年4月27日決算発表時公表数値。

期初営業利益予想(上・下 営業利益の差異)について

当期の営業利益は、もともと下期に大きく伸びると予想していた。（以下、下期の上期比主な改善要因）

 特殊鋼鋼材事業 ： +16億円

・国内の売価改定が下期に進捗 ： +11億円
・ JATIM社の損益改善 ： +5億円

 ばね事業 ： +4億円

・上期の北米シャットダウン影響による減と寧波春節明けの需要減、下期のメキシコ進捗と国内の期末需要 ： +2億円
・季節要因（タイヤチェーンなどの部品） ： +2億円

 素形材事業 ： +3億円

・タイのタービンホイール工場集約による生産性改善、売価改善等 ： +3億円
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（億円）

セグメント別業績予想(期初予想比)

18/3期 19/3期

実績 期初予想 ※ 今回予想 予想差 前年同期差

特 殊 鋼

鋼 材

売 上 高 529 712 670 △42 141

営 業 利 益 16 28 27 △1 11

ば ね
売 上 高 479 503 515 12 36

営 業 利 益 9 14 1 △13 △8

素 形 材
売 上 高 108 114 115 1 7

営 業 利 益 1 3 4 1 3

機 器 装 置
売 上 高 93 106 90 △16 △3

営 業 利 益 4 4 2 △2 △2

そ の 他
売 上 高 39 37 39 2 0

営 業 利 益 1 1 1 0 0

連 結 調 整
売 上 高 △61 △72 △89 △17 △28

営 業 利 益 0 0 0 0 0

合 計
売 上 高 1,187 1,400 1,340 △60 153

営 業 利 益 32 50 35 △15 3

Ⅲ.2019年３月期通期業績予想

※ 2018年4月27日決算発表時公表数値。

 特殊鋼鋼材事業の売上げは、JATIM社の落ち込みにより期初予想を下回るものの、

営業利益はJATIM社の落ち込み分を国内事業がカバーし、期初予想並みを見込む。

 ばね事業は期初予想に反して減益となる見通し。
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Ⅲ.2019年３月期通期業績予想
特殊鋼鋼材事業 セグメント別営業利益の変化要因

【期初予想】
 売上高

・建設機械を中心とした旺盛な需要が続き
高販売量を維持。

・原材料価格上昇分の売価反映の継続。
・JATIM社の子会社化等により

増収を見込む。

 営業利益
・前期未反映分の価格調整に加え、

今期原材料価格上昇分の売価対応 。
・品種構成見直し。
・コスト改善(受託量増加による

操業度改善等)を進めることにより、
増益を見込む。

【今回予想】
 売上高

・引き続き、建設機械を中心とした旺盛な
需要により、売上量増、売価UPを見込むも、
ＪＡＴＩＭ材の売上数量の未達等により
期初予想を下回る見込み。

 営業利益
・国内は、高採算材の売上割合増（品種構成）

とコスト改善により期初予想を上回るが、
ＪＡＴＩＭ社の売上数量減等の影響が大きく
期初予想並みを見込む。

※ 期初予想＝2018年4月27日決算発表時公表数値。

18/3期
実績

18/3期
実績

19/3期
今回予想

売上
529

売上
712

売上
529

売上
670

期初予想

今回予想

19/3期
期初予想

前
期
未
反
映
分

前
期
未
反
映
分
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通期実績 計画 見通し 通期計画

売上量（丸鋼）

売上量（平鋼）

2017年 2018年 2019年

(万トン)

特殊鋼鋼材事業 JATIM社の実績と見通し Ⅲ.2019年３月期通期業績予想

JATIM社の概要

2019年見通し

MSR材は自社材へ全量切り替え
予定、計画通りJATIM社操業の
ベースになっていく。

材料承認が進み、受注に
結び付いていく見込み。
JIS認証取得をてこに日本への
輸出に向けた活動も進めていく。

東南アジアにおいて、製鋼から圧延までの工程を一貫して手掛ける唯一の
特殊鋼製造メーカー。
板ばね用平鋼生産をベースに、現調化ニーズの高い高品質の丸鋼を生産開始し、拡販中。
2018年10月、 JIS（日本工業規格）認証取得。

平鋼：

丸鋼：

2018年見通し

平鋼：

丸鋼：

圧延工程承認が完了し、室蘭材（MSR材）から順次切り替えが
進んだが、需要家の在庫調整により計画未達の見通し。

小口ユーザーへの販売を進め前年は上回るが、主要ユーザーの
材料承認遅れ等が影響。

ものづくりは目途が立ち、拡販及び承認活動に注力

平鋼の用途：自動車サスペンション用板ばね 丸鋼の用途：クランクシャフト、カムシャフト、建機キャタピラ部品

売上量

生産品目
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Ⅲ.2019年３月期通期業績予想
ばね事業 セグメント別営業利益の変化要因

※ 期初予想＝2018年4月27日決算発表時公表数値。

18/3期
実績

19/3期
期初予想

18/3期
実績

19/3期
今回予想

売上
479

売上
503

売上
479

売上
515

期初予想

今回予想

【期初予想】
 売上高

欧州子会社化による売上増。

 営業利益
コスト改善及び調達改善による増益。
※ 北米での設備投資案件は18/３期に

顧客承認が完了し、量産開始となった。
19/３期はこれらの改善を見込む。
・巻ばね材冷間引抜設備導入による
材料歩留改善。

・スタビライザ塗装設備導入による内製化
※廉価材への切替により増益を見込む。

・板ばねの国内材からJATIM社材への
適用拡大。

・調達先変更によるコストダウン。

【今回予想】
 売上高

ほぼ期初予想どおりの見通し。

 営業利益
以下要因により期初見通しから下振れる。
①関税影響 〔次ページで説明〕
②原材料価格 〔次ページで説明〕
③コスト改善（北米） 〔次ページで説明〕

上記要因以外については、以下の通り。
売 上 減 ： 北米の減収幅縮小による

影響。
調達改善 ： 板ばねのJATIM材への

切替遅れ。
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ばね事業減益影響１ 関税影響・原材料価格・コスト改善（北米）Ⅲ.2019年３月期通期業績予想

①関税影響 通期業績への影響 △２億

米国通商拡大法232条（2018年３月23日発動）

 カナダ対米報復関税（2018年７月１日発動）

北米子会社 ・米国子会社 一部の材料を日本から輸入

・カナダ子会社 米国材料メーカーから輸入
一部の材料は、日本を含むアジア地区から
米国経由で輸入

①除外申請 米国通商拡大法232条 ⇒承認済
カナダ対米報復関税 ⇒申請中

②現地調達化
③輸送ルート変更 カナダ子会社が米国を経由して輸入している材料は、

米国を回避した迂回ルートに切替済

関税影響をミニマイズする施策は実行しているが、除外申請前の
輸入対象に関しては払い戻しされない為△２億円の影響を受ける
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Ⅲ.2019年３月期通期業績予想

②原材料価格 期初予想△３億 ⇒ 今回予想△１０億 （期初との差異△７億）

③コスト改善 期初予想+６億 ⇒ 今回予想△１億 （期初との差異△７億）

悪化した理由

・米国での材料輸入規制による、米国国内の需要増を
反映し、中空スタビライザ用材料購入価格が急激に
上昇した。
従来原材料のコスト変動は、需要変動とほぼ同様な
傾向であり、売価に転嫁できていた。
しかし、今回は米国での異常な動きにより需要変動と
コスト変動に大きな差が生じ、売価に反映しきれていない。

※北米子会社の中空スタビライザに関して、材料購入価格は需要変動
を反映した指標、また製品販売価格はコスト変動を反映した指標を
適用している。

悪化した理由

・材料入手ひっ迫による小ロット生産等の生産性悪化。

・USでのスタビライザ塗装内製化に対しての
稼働率悪化と巻ばね材引抜加工の切替遅れにより
改善効果が出なかった。

・カナダにおける中空材の廉価材への
切替遅れにより改善効果未達（顧客承認遅れ）。

【対応と見通し】
・材料調達不安による生産性悪化に

関しては、カナダの材料メーカーを
新規開拓し、顧客承認を進めている。
（一部顧客承認済）

・新規導入設備立上げトラブルに関しては、
支援体制強化のため、
日本から改善支援チームを派遣。
（メンバー派遣済）

・中空材の廉価材への切替は完了。

【対応と見通し】
・材料市況の変動に関しては、

上期より製品販売価格と材料購入価格の
指標を同一とする交渉を進めている。
既に、一部顧客と合意済。
他顧客とも交渉中であり、下期の
材料価格上昇影響の解消は進む見通し。

ばね事業減益影響２ 関税影響・原材料価格・コスト改善（北米）
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Ⅲ.2019年３月期通期業績予想
素形材事業 セグメント別営業利益の変化要因

【期初予想】
 売上高

耐摩耗鋳鋼品や粉末製品の売価改定及び
下期からのターボ関連部品の受注増加に伴い、
増収を見込む。

 営業利益
売価の改定とサーチャージ制の見直しによる
効果、及び下期からはタービンホイール
工場集約によるコスト低減効果の拡大を図り、
増益を見込む。

【今回予想】
 売上高

精密機械加工品等の売上減があるものの、
耐摩耗鋳鋼品の売価改定、
粉末製品のサーチャージによる売価改定等に
よりこれを補い、期初予想並みの売上げを
見込む。

 営業利益
原材料価格の上昇あるも、耐摩耗鋳鋼品の
売価改定効果の増大と粉末製品、
及び磁気製品のサーチャージプラス影響等に
より期初予想を上回ると予想。

18/3期
実績

19/3期
期初予想

18/3期
実績

19/3期
今回予想

※ 期初予想＝2018年4月27日決算発表時公表数値。
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Ⅲ.2019年３月期通期業績予想
機器装置事業 セグメント別営業利益の変化要因

【期初予想】
 売上高

洋上風力発電関連品等新分野での売上増を
見込む。

 営業利益
ガスタービンの需要低迷影響が続き、
採算性は引き続き低迷、損益は前年並み。

【今回予想】
 売上高

洋上風力発電関連大型案件の
受注時期ずれにより売上げは前年並みに
留まる見込み。

 営業利益
ガスタービンの需要低迷影響は続き、
今後の販売動向次第では
一過性在庫調整コストが発生する可能性も
あることから、前年比減益を見込む。

※ 期初予想＝2018年4月27日決算発表時公表数値。

18/3期
実績

19/3期
期初予想

19/3期
今回予想

売上
93

売上
106

売上
93

売上
90

期初予想

今回予想

18/3期
実績
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減価償却費設備投資

研究開発費・設備投資・ 減価償却費
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※研究開発にかかわる減価償却費を含む

 研究開発については、中期経営計画に沿って進めている。

 設備投資については、中期計画完遂に向けて着実に進めている。ただし、欧州設備増強と

ASEAN進出については、顧客の量産日程に合わせ工期を変更した。

研究開発費

Ⅲ.2019年３月期通期業績予想

（億円）設備投資・減価償却費

JATIM社 ７
Ahle社 １

期初予想(103億円)
より△23億円減額

（億円）
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18/3期 19/3期

実績 予想 前年同期差

営業利益 32 35 3

営業外損益 △4 △11 △7

持分法投資損失 △4 0 ４

支払利息 △4 △10 △6

為替差損益 △2 △6 △4

経常利益 28 24 △4

特別損益 30 2 △28

段階取得に係る差益 ※1 25 0 △25

株式売却益 4 2 △2

固定資産処分損益 1 1 0

災害による損失 - △0 △0

税金等調整前当期純利益 58 26 △32

税金費用等 ※2 △29 △17 12

非支配株主に帰属する当期純利益又は純損失 ※3 △0 7 7

親会社株主に帰属する当期純利益 29 16 △13

 JATIM社 連結子会社化により、持分法投資損失が改善したが、同社の金利負担が増加。
また、インドネシアルピア安により為替差損が発生する見込み。

 JATIM社が損失を計上しているため、非支配株主に帰属する当期純損失で 終損益が加算されている。

通期業績予想（営業外損益・特別損益影響）

（億円）

Ⅲ.2019年３月期通期業績予想

※1) 18/３期実績にはJATIM社のマジョリティ取得により、株式取得に係る段階差益を計上しています。
※2) 18/３期実績にはMSSC CANADA INC.において繰延税金資産の取り崩しを実施しています。
※3) JATIM社他の非支配株主の損益負担分です。
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財務状況・経営指標

17/3期 18/3期 19/3期

通期実績 通期実績 通期予想

総資産 （億円） 1,351 1,537 －

純資産 （億円） 670 722 －

自己資本比率 （％） 44.7 40.7 －

売上高経常利益率 （％） 3.1 2.4 1.8

ROE （％） 5.9 4.7 2.6

配当 ※ (円） 60.0 60.0 60.0

配当性向 （％） 26.3 31.8 57.7

Ⅲ.2019年３月期通期業績予想

※ 2017年10月１日付で株式併合（10株を1株に併合）を実施しておりますが、17/３期及び18/３期の配当に
つきましては同連結会計年度期初に当該株式併合が行われたと仮定した金額を記載しています。

（億円）

 配当については、安定的に継続して配当する方針であり、来期損益も勘案し、

１株当たり60円を予定。
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Ⅰ. ご挨拶

Ⅱ. 2019年３月期 第２四半期実績

Ⅲ. 2019年３月期 通期業績予想

Ⅳ. 簡単にわかる素形材事業

Ⅴ. 2016中期経営計画の進捗

Ⅳ.簡単にわかる素形材事業
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簡単にわかる素形材事業

１．沿革

・1919年 三菱造船(株)長崎製鋼所として鋳鍛鋼品の製造を開始

・1924年 福島県会津若松市で製鋼作業を開始

・1994年 鋳造磁石の製造販売でﾀｲへ進出後、精密鋳造、精密機械加工、ﾀｰﾋﾞﾝﾎｲｰﾙ等事業を拡大

２．国内外別売上高比率（％）

５．研究開発

『付加価値を素材から創る』

３．どんなところに使われているか

・技術開発センターと協業し、千葉製作所に素形材事業のマザー工場を立ち上げ予定。

・真空誘導溶解炉（VIM）、ガスアトマイズ設備の導入による高機能粉末、耐熱鋼の開発。

・多彩な材料（耐熱鋼、耐摩耗鋼、磁性材料、耐食鋼）
・多彩な加工技術（鋳造、鍛造、粉末冶金、切削、研磨、熱処理）

素形材事業概要

Ⅳ.簡単にわかる素形材事業

真空誘導溶解炉(VIM)

４．特長
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簡単にわかる素形材事業 Ⅳ.簡単にわかる素形材事業

マザー工場と製造・開発拠点の関係

・中期経営計画のスローガンである「付加価値を素材から創る」を加速するために、マザー工場の活用と

技術開発センターとの連携により、保有技術の深化や新材料・新製品の開発を行う。

・特に粉末製品やターボチャージャー関連部品、精密機械加工品の競争力強化を図る。

成長戦略
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Ⅰ. ご挨拶

Ⅱ. 2019年３月期 第２四半期実績

Ⅲ. 2019年３月期 通期業績予想

Ⅳ. 簡単にわかる素形材事業

Ⅴ. 2016中期経営計画の進捗

Ⅴ.2016中期経営計画の進捗
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ＪＡＴＩＭ社について

・ＭＳＭがアドバイスするも、特殊鋼作りが分からず、安かろう・悪かろうの
設備・資材となりがちで良品作りに苦戦。

・ＩＮＤＯ ＰＲＩＭＡグループ主体の特殊鋼作りを断念。

１９７１年 ＪＡＴＩＭ創業 建設用鉄筋棒鋼を生産開始

２００８年 ＩＮＤＯ ＰＲＩＭＡグループが特殊鋼（平鋼）作りを目指す
ＭＳＭ マイノリティー出資

２０１８年 ＭＳＭ マジョリティー初年

・品質の向上が 優先 品質向上達成 ＪＩＳ(日本工業規格)認証取得
・販売計画 客先のＪＡＴＩＭ材使用要望あるも、

承認期間の見積ミス有り

２０１９年
・客先との打合せは終了。承認を受けた客先もある。
・これからの承認作業についても客先と合意済。承認期間の精度は高い。

 現地で唯一の特殊鋼メーカー。日系のお客様の期待は非常に高い。
 ＪＩＳ認証取得により、日本への輸入もある。

小ロット、小サイズの輸入は、ＭＳＲの高操業、高採算に繋がる。

２０１４年

Ⅴ.2016中期経営計画の進捗
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北米ばね事業について

問題点

• 海外拠点は、事業部主体で管理していたが、本社にグローバル管理支援室
を置き生産以外の全てを見る。

• ばね事業部には、生産を中心に海外を見る専門チームを置いた。

対応 反省点

材料価格上昇
一部を除き、下期より
売価反映が決定

アメリカ関税：除外認可
カナダ関税 ：除外認可(一部除く)

支援チーム派遣。リカバリー中

動き出しの
遅れ

• 輸入規制をきっかけとした異常な動きが起きた。
• 但し、リスク管理という意味では、想定すべき課題であり、その為の体制が

取れていなかった。

関 税

材料供給不安

輸
入
規
制

調達先拡大

生産混乱

生産改善の遅れ

材料の安定調達により生産性回復

Ⅴ.2016中期経営計画の進捗
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中期経営計画（売上/損益）の進捗

足元、北米ばね事業とＪＡＴＩＭ社で苦戦しているが、他諸施策は進捗しており、2020年度の目標は変更なし。

2016中期経営計画
「特殊鋼をつくり加工する」会社から
「付加価値を素材から創る」会社へ

長期ビジョン

Ⅴ.2016中期経営計画の進捗
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施策 内容 進捗状況

① 室蘭リフレッシュ投資・戦略投資
・５年間で約130億円の戦略投資・老朽設備更新を計画
・室蘭フル操業、JATIM社への人材投入の為遅延も2020年度中に完了目指す

② ばねのグローバル供給網構築

・メキシコ・中国スタビライザ、インド建機用ばね量産開始
・ドイツばねメーカー（Ahle社)買収。スタビライザ設備着工開始
・顧客要請に対応する為、フィリピンへの進出決定し、設備着工開始
・材料の現調化含むグローバル調達網構築も推進中

③ ばねの技術開発力強化
・自動車巻ばね用新材料開発完了 （軽量化率△15％）更なる開発推進中
・スタビライザ用高応力中空化開発完了 （軽量化率△20％）

④ ＪＡＴＩＭ社連結子会社化及び拡販

・経営のスピードを速め、更なる品質・コスト競争力向上の為人材投入中
・その成果の一つとしてＪＩＳ取得（2018.10）
・現調化ニーズの高まりにより生産能力を超えるほどの旺盛な引合あり
・顧客からの早期工場承認・品質承認を強力に推進中

⑤ シナジー強化（横串）プロジェクト
・コーポレートの機能強化・海外支援体制構築に目途

（投融資委員会、グローバル管理支援室、リスク管理プロジェクト設置）
・事業部を超えた更なるシナジー創出の仕組み・新製品開発を検討中

⑥ 技術開発センター
・各種試験設備の導入は計画通り
・ＥＶプロジェクト始動

⑦ 板ばねのグローバル拡販
・タイ・インド向けは計画通り拡販中
・顧客からの要請に応えるべく、インドネシア以外での生産を検討

⑧ 鋼材の海外進出
・ばねとの一貫モデル構築のため、海外進出（インド、北米等）への進出を検討

（ＪＡＴＩＭ社状況を考慮しながら、協業・出資を含めた検討を慎重に進めている）

⑨
素形材一貫モデル構築
（ＴＣサブアッセンブリーメーカーとの協業）

・サブアッセンブリーメーカーとの業務提携による協業を模索も進展なし

⑩ 素形材一貫モデル構築 （素材の自社生産）
・精密鋳造用マスターヒート・精密機械加工品一貫モデル化推進
・千葉製作所に2019年４月にVIM設備稼働予定
・粉末用ガスアトマイズ量産炉新規導入を決定（2020年４月稼働予定）

重点施策の進捗

：計画に対して若干の遅れ：計画通りの進捗

※進捗状況は、中期計画中の全作業量を100%として完了割合を標記した。色分けは計画に対しての進捗度合いを表現した。

：計画に対して半年以上の遅れ

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

Ⅴ.2016中期経営計画の進捗

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100
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【進捗１】ばね事業 グローバル展開の進捗

グローバル展開と拠点別売上計画

MSSC Ahle 
GmbH

MSM SPRING INDIA PVT．LTD．

MSSC CANADA INC.

MSSC MFG 
MEXICANA,
S.A. DE C.V.

寧波菱鋼弾簧有限公司
千葉製作所

MSM CEBU,INC.

96

％

122

％

‘17 ‘18 ‘20

126

％

157

％

‘17 ‘18 ‘20

100

％

106

％

132

％

‘17 ‘18 ‘20

2018年4月から連結子会社化
95

％

104

％

‘17 ‘18 ‘20

182

％

382

％

‘17 ‘18 ‘20

MSSC US INC.

ばね事業計

89

％
87

％

107

％

122

％

‘17 ‘18 ‘20 ‘21 ‘22

ASEAN進出 本年６月公表
MANILA工場

当社鋼材事業
JATIM社にて板ばね材を製造
ばね事業のコストダウンに貢献

Ahle社買収で欧州進出
（設備導入により2021年
量産開始予定）

フィリピン拠点の強化
（旧マニラ工場のリソース活用）

太巻ばね現地生産品採用拡大

新規プログラム立上り遅れ
影響で2020年までは減収
2021年には売上回復予定200

％

200

％

‘17 ‘18 ‘20

550

％

712

％

‘17 ‘18 ‘20

Ⅴ.2016中期経営計画の進捗
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【進捗２】室蘭リフレッシュ投資・戦略投資

国内基盤の強化：2016年から2020年で130億円の設備投資を推進中

2018年9月末時点で37億円完成 (全体進捗 28％)

【主な完成実績（予定）】
•連続鋳造機 二次冷却装置更新
⇒Step2に向け品質確認中
•RH下部槽・浸漬管形状変更
⇒耐火物，蒸気使用量の削減
•RH（脱ガス）真空装置改造
⇒蒸気使用量の削減

リフレッシュ投資

戦略投資

【主な完成実績（予定）】
•中丸探傷機(ROT-150B)更新
•仕上圧延機ﾓｰﾀ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ装置更新
•ソｰキングピットクレーン更新
•基幹システム更新

老朽設備を一新し、安定操業による
収益基盤の強化

コストダウン・品質向上による
純メリット額 5億円/年（2020年度）

（2018年9月完成）
（2018年9月完成）
（2018年11月完成見込)
（2018年12月完成見込)

（2018年3月Step1完成）

（2018年6月試験開始）

（2019年4月完成予定）

TD誘導加熱装置工事中
(2019年１２月完成予定）

鉄芯ｺｲﾙ
と堰設置

高清浄度化
誘導磁界・電流による介在物凝集と浮上

Ⅴ.2016中期経営計画の進捗
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Ⅴ.2016中期経営計画の進捗

• 新日鐵住金(株)殿と共同運営（当社２０％出資）している
北海製鉄(株)の改修決定。

• 室蘭特殊鋼のリフレッシュ投資・戦略投資と併せ、信頼性の高い製品を
作りこむことに軸足を置く。また、更なるコスト競争力も強化。

改修概要と当社への効果

 改修時期：2020年度（下期）
 投資費用：350億円
 改修方針：

①機能復元：各老朽設備の単純復元及び
冷却効率による鉄皮の高寿命化

②機能改善：高度ITを含む 新技術の導入

 投資効果：安定生産、生産性向上、コスト改善の効果拡大
他の製鐵所への鉄源供給に伴う増産効果

【室蘭トピックス】北海製鉄(株)高炉改修の当社への影響
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【進捗３】千葉製作所マザー工場化構想

•ばね材の高応力対応
材料開発・残留応力付与・
結晶粒微細化etc

・電気自動車への対応
EV Project 開始

先端技術の研究開発 エンジニア育成
グローバル開発基盤の強化

技術力の向上、品質管理強化

特殊鋼鋼材・ばね・素形材・技術開発センター 一体となって「付加価値を素材から創る」マザー工場を形成

技術開発センター

【千葉製作所内】

• 精密鋳造ラインの導入

2019年4月 完成予定

・ガスアトマイザーの導入
2020年4月完成

3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰの導入を検討

• ばね量産試作ライン
スタビライザコンパクトライン完成
（2017年10月）

• 高応力中空ｽﾀﾋﾞﾗｻﾞの検討

マザー工場化 建屋2018年12月完成

•耐熱鋼の開発
•ｶﾞｽｱﾄﾏｲｽﾞ粉末の開発
（金属3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰ用微粉末）

・VIMの導入
（真空溶解炉）

新素材の開発
2019年4月に
完成予定

特
殊
鋼
鋼
材

素
形
材

ば
ね

Ⅴ.2016中期経営計画の進捗

・室蘭分室の統合
（真空溶解炉の増設）

・高清浄度WG設置

（MSR
TD誘導加熱

装置設置）
2019年12月完成

建屋改修工事実施中

耐震工事

内壁塗装

真空溶解炉

VIM完成ｲﾒｰｼﾞ

VIM基礎工事
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部門 研究開発項目 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期

ばね

ばね軽量化

高応力ばね鋼の開発

ばね材料現調化への
評価試験

鋼材
高清浄度鋼の開発

VIMでの材料開発・量産対応
（VIM：真空溶解炉）

素形材 耐熱鋼開発(ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰ用)

特殊鋼粉末の開発

全社

電気自動車への対応

IoT：生産ﾗｲﾝの効率化

IoT：高付加価値製品の開発

【進捗４】技術開発センター（開発計画）

ｲﾝﾄﾞ、北米 メキシコ他 欧州他 評価試験

高応力ばね鋼
1300MPa

高応力ばね鋼の開発
1500MPa高応力ばね鋼 1400MPa

1300MPa 承認活動

高応力・中空化、微細化 樹脂ばね

精鋳用 マスターヒート

開発鋼製造（ばね鋼他）
VIM設備導入

ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝｼｽﾃﾑ研究、ｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰﾀｰ対応

破断予知ｼｽﾃﾑ（ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ異常検知ｼｽﾃﾑ）

見える化、検査の自動化 ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ・ﾏｰｷﾝｸﾞ

他社ベンチマーク

高清浄度鋼、高疲労寿命鋼の開発

ﾀｰﾋﾞﾝﾎｲｰﾙ方案、材料評価支援 ｶﾞｿﾘﾝﾀｰﾎﾞ用 高耐熱鋼の開発

3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰ用（ｶﾞｽｱﾄ粉末） ｶﾞｽｱﾄﾏｲｽﾞ量産化設備導入

軟磁性粉末高性能化（絶縁処理） 軟磁性粉末高特性材料開発

★EV-PJ開始

VIM導入工事中
2019年４月

立上げ、稼働予定

Ⅴ.2016中期経営計画の進捗



＜将来見通しに関する注意事項＞
本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものでは
ありません。本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保障を与
えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある
点を認識された上で、ご利用ください。また、業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データ
に基づいて作成されていますが、当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。本資料は、投資家の
皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前
提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。


